
テーマ 「土木遺産のある風景」

・土木学会関西支部管内の「土木遺産のある風景」を写真に切り取ってください。
・写真に、土木遺産名・その風景を選んだ理由（１５０文字以内）を添えてご応募く
ださい。

土木学会関西支部

『関西の土木遺産のある風景』
フォトコンテスト

土木学会関西支部は2017年に創立90周年を迎えます

～古くから私たちの生活を支えてきた土木遺産の写真を募集します！～

【応募資格】
土木学会関西支部管内（福井、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
に在住/在勤/在学している方

【部門】
①ぶら・土木の部：土木に従事する４０歳以下の方（学生も可）
②一般の部 ：①以外の方

【表彰】
最優秀賞 １点（賞状、商品券 5万円分）
ぶら・土木の部 優秀賞 １点（賞状、Quoカード1万円分）

入 選 若干（賞状、Quoカード5千円分）
佳 作 若干（賞状）

一般の部 優秀賞 １点（賞状、Quoカード1万円分）
入 選 若干（賞状、Quoカード5千円分）
佳 作 若干（賞状）

結果については平成２９年１１月１日（水）頃に発表いたします。

【応募締切】
平成２９年９月３０日（土）

【応募方法】
・土木学会関西支部ホームページよりご応募ください。
・1人5点まで応募できます。ただし、入賞・参加賞は1人1点までとします。
・1点につき10MB以内、ファイル形式はJPEGでご応募ください。
・概ね３年以内に撮影された、未発表・未応募のオリジナル作品に限ります。
・その他ご応募に関する詳細は土木学会関西支部ホームページ

(http://www.jsce-kansai.net/)をご覧ください。

＊人物の特定できる写真のご応募は受け付けかねます。
＊撮影に起因して発生したトラブルや事故等について、土木学会は一切の責任を負いません。
＊危険行為、法律違反と思われる角度からの作品は選外にさせていただきます。
＊応募作品は返却致しかねますので、ご了承ください。
＊入賞作品については、後日改めて作品のデータの提出をお願いする場合があります。
＊入賞作品については、撮影者の氏名等の個人情報の一部を公開します。

選奨土木遺産に限らず、
身近な歴史的土木構造物の
写真もお待ちしています！

土木学会関西支部

応募者全員に参加賞
をご用意いたします

http://www.jsce-kansai.net/


【応募に関しての注意事項】
1. 応募内容は、応募者自身が著作権を有するものに限ります。応募者が応募した作品について、
著作権侵害、名誉毀損またはプライバシー侵害等、第三者との間に紛争等が生じた場合は、土木
学会は一切その責任を負いません。応募内容に関する第三者との紛争等により当学会に損害が発
生した場合には、応募者に当該損害を賠償していただくことになりますので、第三者の権利侵害
については注意してください。
2. 応募作品の著作権は、撮影者（応募者）に帰属します。
3. 応募作品は、土木学会が催す展覧会のほか、制作するホームページ、facebook、出版物など
に、無償で使用する権利を保有します。 また、本コンテストの広報活動として、新聞、雑誌、
テレビ、ホームページなどで使用することがあります。使用にあたって、画像処理やトリミング
等を行う場合があります。
４. 応募作品が他のコンテストでの入賞や印刷物、展覧会などで公表されていることが判明した
ときは、入賞、入選等を取り消すことがあります。

【個人情報について】
土木学会は得られた個人情報を適切な方法で管理し、応募者の了承なく第三者に開示・提供する
事はありません。データでの応募の際に送信されるデータ(作品データおよび個人情報)は、主催
者が業務を委託する第三者のサーバーにて管理いたします。また、入賞発表、作品展の展示、広
告に使用する作品などには、撮影者の氏名や都道府県名等を明示させて頂く場合があります。

土木遺産とは…
地域産業の発展や生活文化の形成に大きな影響を与えて我々の暮らしを支えてきた土木施設で

す。
関西では平成２８年度「旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群（奈良県五條市）」「百寿橋

（奈良県大和郡山市）」が土木学会選奨土木遺産に認定されました。その他の関西の選奨土木遺
産は土木学会のホームページ(http://www.jsce.or.jp/contents/isan/kansai.shtml)をご覧く
ださい。
＊ただし、応募作品は選奨土木遺産に限るものではありません。

土木遺産

【審査員のコメント】
・審査委員長 建山和由 氏

・写真家 大村拓也 氏

・写真家 大野繁 氏

感覚を研ぎ澄まして、「雄大さ」「繊細さ」「生活との密着」「時代」「力強さ」「脆
さ」などなど、普段、我々が気づくことなく見過ごしている土木構造物の多様な一面を
写真の中に切り取ってください。

このコンテストは撮影対象を評価するものではありません。そして、撮影技術を評価す
るものでもありません。土木遺産の写真の評価は、「土木を愛でる」撮り手の姿勢で決
まると思います。どうぞあなたの表現で土木遺産を磨きあげてください。

何時もの橋を渡れば1ドッキ、トンネル潜れば3ドッキ、リベット鉄橋5ドッキ、
土木遺産巡りで10ドッキ、今日の貴方は何ドッキ?
ドッキドッキの写真を!!  

(ドッキ＝土木 メディア・ユニット土木単位)

http://www.jsce.or.jp/contents/isan/kansai.shtml

